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氏 名  中山 優子                                   （平成 26年 4 月 28日現在）

学術論文

・論文（査読のあるもの。学会などの抄録などは除く）

・本学学生が著者に含まれているものは赤字で記載

・2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載

（論文）

１ 駒田富佐夫、中山優子、木下淳. 医薬品情報学掲載論文からみた医薬品情報学に関す

る研究動向の解析. 医薬品情報学 14(1) 26-34, 2012
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著者 著書（2007 年以降（個別）と以前（2006 年までの合計）を分けて記載。）

該当なし
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学会発表等

・2007 年以降における招待講演演者やシンポジスト

・2007 年以降における国際学会（国内外での開催を問わない）のうち発表者である

もの（共同研究者の場合は除く）

・2007 年以降における本学学生が発表者となっている学会発表（学生が共同研究者

の場合は除く）

（学生発表）

１

2

3

4

マウス胚由来腫瘍細胞から拍動心筋細胞への分化に及ぼす分化誘導剤の併用効果の

検討

岩切悦子，植村尚久 ，橋本夏実 ，菊地晴久，大島吉輝，瀬谷和彦，古川賢一，中山

優子，高良恒史，木下淳，駒田富佐夫 日本薬学会第 134 年会（熊本）2014 年 3 月

エベロリムスの長期曝露がヒト腎癌細胞株に及ぼす影響

中山優子、髙橋 稔、奥村勝彦、髙良恒史:第 62 回日本薬学会近畿支部総会・大会（兵

庫）2012 年 10 月

エベロリムスで長期曝露したヒト腎癌細胞株由来 Caki-2 の細胞特性

中山優子、髙良恒史、髙橋 稔、奥村勝彦 日本薬学会第 132年会（札幌）2012年 3

月

ヒト腎癌由来 Caki-2 細胞株に対するエベロリムス長期曝露の影響

中山優子、髙橋 稔、中村 任、奥村勝彦、髙良恒史 第 33 回日本病院薬剤師会近

畿学術大会（大阪）2012 年 1月
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助成金・特許

・2007 年以降に交付された競争的資金（研究助成金の名称と種別、課題、交付年度、

代表者・分担者の別）

・2007 年以降の特許

(競争的資金）

１ 日本学術振興会 科学研究費（基盤研究（C）） 平成 26 年～平成 28 年

「エピジェネティック解析情報に基づいた新規抗癌剤耐性克服法の確立」

分担研究者
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社会活動

2007 年以降の社会における活動等（学会や公的機関の委員や役職など。ただし、

学内や学園内の委員・役職などは除く）

2007 年以降のその他の社会活動（教育機関や公的機関における講演依頼など）

（社会活動）

該当なし
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賞 2007 年以降に受賞した賞

該当なし


